
 

 

 

 

 

 

伝える力、受け取る力        教頭 古 野 芳 子 

本校では、３年間で７回の就業体験を経て就職先を決定します。体験中に明らかになった課題

を学校生活と家庭生活で改善しながら、本人の思いを確認して次の体験先を決定していく、この

過程を積み重ねて「特性・適性・希望に合った就職」の実現を目指します。 

就業体験をさせていただいた企業等からの評価で、学年を問わず、多くの生徒が指摘を受ける

のが「分からないことがあったらすぐに質問する」「自分の意思を表現する」などのコミュニケ

ーションに関する課題です。学校生活の中でも機会を捉えて指導を重ね、設定した場面でのやり

取りは練習してできるようになるものの、自分の意思を適切に表現する力を身に付けることは一

朝一夕には難しいと感じています。 

コミュニケーションとは、発する側と受け取る側の理解にずれが生じるものであると肝に銘じ

ておく必要があります。私達教員には、生徒に学んでほしいこと、身に付けてほしいことが適切

に伝わるように、分かりやすく誤解の無い表現で伝える努力と工夫が求められます。何のために

指導・支援をするのか、もちろん生徒の成長のために他なりません。思い込みやこれまでの経験

から、一方的に押しつけるようなコミュニケーションになっていないか、謙虚に振り返り、生徒

に意図や思いが伝わっているかを常に確認することが大切です。生徒の伝える力を高めるには、

教員をはじめ、周囲の受け取る力と伝える力を磨く必要があると考えています。 

先日、卒業生を雇用していただいている企業の方からお話を伺う機会があり、「実現できるか

分かりませんが、本人が望む一人暮らしという夢が叶うようにサポートしたい。」と温かい言葉

をいただきました。将来の夢を伝える卒業生の思いをしっかりと受け止めてくださる担当の方に

胸が熱くなります。いよいよ社会人としてのスタートをきる３学年の生徒たちには、新しい環境

の中で周囲の思いを受け取る力、自分の意思を伝える力を少しずつ高めていってほしいと願って

います。 

 

◇就労支援ネットワーク構築委員会を開催しました 

２月１９日に第２回就労支援ネットワーク構築委員会を開催しました。企業や関係機関の方４

名、保護者代表で３名、教職員１０名が集い、学校での進路指導の取組を報告したり、職場定着

や望ましい社会生活のために必要なことについて協議したりしました。関係機関の方からのご意

見を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校は卒業生の皆さんの充実した就労生活が続くことを願っています。これからもアフタ

ーケアを通して見守っていきたいと思います。  

富山県立高岡高等支援学校進路指導部 
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・就労定着のためには、特に入社後１～２年は保護者の協力が必要。会社と保護者が連絡の

取りあえる関係であるとよい。（企業） 

・入社したばかりの本人はまだ１８歳である。まだまだ成長し変化していくだろう本人を会

社は見守り、夢の実現を手伝っていきたい。（企業） 

・アフター５の過ごし方が仕事に影響する。卒業後の社会は刺激が多い。家庭では交友関係

やお金の遣い方等、日々の生活の変化に気付き、問題が大きくなる前に相談、解決させる

ようにしてほしい。（支援センター） 

・就労後、仕事が辛くなったときは、簡単に辞めないでまずは相談してほしい。再就職は簡

単ではない。また、働く意欲の維持のためにも、給料の遣い方や管理の仕方を家庭でよく

話し合ってほしい。（ハローワーク) 

 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1550736784/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovLzAxLmdhdGFnLm5ldC90YWcvJUU4JTk1JUJFJUVGJUJDJTg4JUUzJTgxJUE0JUUzJTgxJUJDJUUzJTgxJUJGJUVGJUJDJTg5Lz9zc29ydD1fX3JlYWN0aW9uX2J1dHRvbnNfMV9fX19fX19fX18tcG0mYW1wO3NkaXI9ZGVzYw--/RS=^ADBwAg3OIsWWN88mUsKOisD.sO30Mc-;_ylt=A2Riva8QDG1cZRsAUgaU3uV7


○協力企業      ～ご協力いただきありがとうございました～ 

高岡市                    氷見市 

・イオンリテール株式会社 イオン高岡南店   ・社会福祉法人三福 健食工房みのり 

・アルビス株式会社 タピス店         ・株式会社マルワフード 新鮮市場氷見店 

・アルビス株式会社 美幸町店         ・アークランドサカモト株式会社 

・戸出化成株式会社 西工場            ホームセンタームサシ 氷見店 

・北陸アルミニウム株式会社 佐加野工場    富山市 

・株式会社森の環               ・医療法人社団和敬会 谷野呉山病院 

・有限会社荒木商会              ・株式会社バロン 

・株式会社ＰＥＲＳＯＮ’Ｓ あかり      ・一般社団法人ほまれ ひまわりワーク 

射水市                    砺波市 

・立山電化工業株式会社 新湊工場       ・アークランドサカモト株式会社 

・株式会社システムエイト             ホームセンタームサシ 砺波店 

・株式会社スギタニ 射水工場         南砺市 

・株式会社平和堂 アル・プラザ小杉      ・コマツＮＴＣ株式会社 福野工場 

                       ・協立アルミ株式会社 井口工場           

◇第１学年 第２回トライアル就業体験を終えて 

１月２７日～１月３１日、第２回トライアル就業体験を行いました。今年は暖冬でしたが、冬

の体調管理や悪天候への対応ができることを目標に実施しています。どの生徒も、健康面に気を

付けながら休むことなく通勤することができました。 

今回の体験では、「身だしなみ」、「責任感」、「指示内容の遵守」の項目で良い評価をいただい

た生徒が増えました。一方、「作業意欲」、「意思表示」、「体力」の項目では厳しい評価となり、

企業が求めている力を改めて認識しました。 

現在、生徒達は、２回の就業体験を振り返ることで自分の適性や課題を整理し、２年時の就業

体験先について考えているところです。体験先からいただいたアドバイスを受け止め、今後の課

題として取り組むことで、進路選択に生かしていければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

・作業速度を上げるために、これからは家の手伝いを頑張りたいと思った。 

・２年生になったら、もっときびきびと行動できる人になりたい。 

・最初はとても緊張したけど、少しずつできることが増えてとても嬉しかった。 

・会社の方に「作業が速くなったね」と褒めてもらえて嬉しかった。 

・職場の方に元気よく挨拶や返事をすることができた。 
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歯科医院の清掃 部品の仕分け 

 

商品の品出し 


